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中遠広域事務組合議会１０月定例会

２０２２．１０．２４（月）ｐｍ１０：００

～

於：磐田市新貝 事務組合会議室

出席者（敬称略）寺田・近藤・議長・大庭報告

組合議会 磐田市７名 森町２名 計１３名

市長提案説明＞ 台風１５号被害、圏域内で１０００件余の被害があった。お見舞い申

し上げる。現在復旧にを鋭意行っている。災害廃棄物も受け入れている。当組合も５

０周年の節目の年である。３市町で協力して事業を進めている。

議案＞

・認 第１号 令和３年度中遠広域事務組合会計歳入歳出決算の認定

（全賛成認定）

・議案第１号 令和４年度中遠広域事務組合会計歳入歳出決算 （千円）

歳 入 歳 出

１分担金及び負担金 719,799,000 １議会費 339,846
２使用料及び手数料 55,065,000 ２総務費 62,508,981
３財産収入 22,495,227 ３事業費※ 527,198,112
４繰入金 40,000,000 ４公債費 213,046,902
５繰越金 34,533,859 ５予備費 0
６諸収入 61,153
７組合債 58,500,000

歳入合計 876,301,739 歳出合計 803,093,841

※不用額 63,077,888円のうち工事請負費 40,686,500円入札差金で不用額あり。

・議案第２号 令和４年度中遠広域事務組合会計補正予算について

（全賛成承認）

・議案第２号 令和４年度中遠広域事務組合会計補正予算（千円）

歳 入 歳 出

補正額 計 補正額 計

４繰入金 ５，７３０３５，７３０ ３事業費 ５，７３０ ６１２，６７

１繰入金 １事業費

１基金繰入金 １業務費

１財政調整基金繰入金 １不燃処理施設業務費

１管理運営費 光熱費

内容は世界的燃料価格の高騰によるもので光熱水費の増額を行う。財源に財政調

整基金を充てる。



- 2 -

・議案第３号 令和４年度中遠広域粗大ゴミ処理施設修繕（長寿命化・定期）工事

請負契約の締結について （全賛成承認）

９月８日に随意契約により見積もりを行い川崎重工業株式会社が

３．８億円で落札をし、これに消費税を入れた４．１８億円で工事

請負契約を締結する。議会の議決に付すべき契約及び財産の取得及

び処分に関する条例 第２条に基づき提出する。

Ｒ７年度に完了する粗大ゴミ施設の長寿命化事業、コンベアは４年

５年、各種事業を実施。

議案第 1号質疑＞決算に対して
Ｑ１ （根津）鉄の単価がどのように変動したか。Ｐ１９ 工事請負費４０００万円不

用額が出ている。主に堰堤工事だが差額が大きい。入札について確認したい。

Ａ１ （事務局長）鉄の単価は当初Ｐ１．１円／ｋｇで計算していた。令和３年度経済

変動があり、１３円／ｋｇになった。

入札は制限付き一般競争入札で行った。２０社参加した。７５．３％の落札率だ

った。差が大きかったため管理士の磐田市に確認したところ妥当であるとの意見

も貰っている。

Ｑ２ （戸塚）１１Ｐ事業概要の粗大ゴミの近年搬入量について２３年頃に比べ磐田市

が３．８倍、袋井市２．６倍、森が２倍と多いが理由は何か。

粗大ゴミの減量化の考えを聞きたい。１Ｐ、監査意見書に市町の連携が一層にと、

「一層」に対する見解は。連携の実態と、

エコアクションの手数料１９万円余の額について、ＨＰアクセスが２００００件

と聞いているがどうか。

Ａ２ Ｈ２３年に比べ搬入量が多いのは、Ｈ２６年、今まで廃プラスチックをやってい

たが、小型電化製品を受け入れるようになった。Ｈ３０年度磐田市の大藤の処分

場が閉鎖になった。また、コロナもあった事が原因となっている。減量化対策は、

各市町に資源化等、減量化をお願いしている。

連携について、一層というのはＲ３年度、管理者が新しくなり、関係を密にして

いる。分担金の指摘が議会からあり、管理者会を２回、課長会議５回、勉強会を

４回、ゴミ処理や災害ゴミの勉強会をそれぞれ１回づつ行った。

エコアクションについては、Ｒ３年度は認証更新の年で昨年度に比べ額が増え

ている。啓発も環境教育を行った。

Ｑ３ （寺田）最終埋め立て場の搬入が８１．４％減少しているが、埋め立て残量につ

いて伺う。磐田市の分はどうなっているか。

Ａ３ 減少ではなく８１．４％の埋め立て率である。残量について、Ｒ８年１２月迄の

埋め立てについて伺う。

Ｒ２年度の試算では、２０７７０㎥程度を予想していたが２５０００㎥と推計し

直した。Ｒ３年４月から磐田市分は焼却灰の半分を資源化で減少となる。

Ｒ３年度の末の残容量２５３２８㎥となる。

Ｑ４ （大庭）１３６０３６㎥、当初１６９６１６㎥となっている。令和８年度１２月

に当初、キャパシティに対していくつか何％になるかが大事である。

平成１８年の埋め立て容量がこれまで変わってきている。

Ａ４ Ｒ３年度末、元々の容量に対して６５．３％、あと４年で満杯になる。当初１９

万㎥、は覆土を含めた数字。今後資料をわかり易くしたい。
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議案第２号質疑＞補正に対して

質疑無し。

議案第３号質疑＞請負契約締結について

Ｑ５ 根津＞長寿命化は？工事が入っているのか？定期工事が長寿命化に入っている

か？同じではないか？

Ａ５ 長寿命化事業の基幹部分、により１５年程度設備が延命する。定期工事は３－５

年程度の寿命が延びる。例えばコンベアのベルト、など定期的に交換する。

Ｑ６ 定期工事部品は長寿命化に入らないか。

Ａ６ その通り。

Ｑ７ 寺田＞堰堤の補正と関係あるか？

Ｑ８ 長寿命化と森町は関係ない。４，０００万円の不用額、長寿命化と関係は？

Ａ８ ４，０００万円不用額は、処分場の入札差金、Ｒ３長寿命化は税収が下がると言

うことで延期したため。森町と関係ない。

Ｑ９ 不燃物破袋は？

Ａ９ その通り

以上

全員協議会

（1）令和 4年度台風 15号における本組合の対応について
台風についての説明あり・・・

３００ｍｍを３市町超えた

床上 床下 計

磐田 ２９９ ４７４ ７７３

袋井 １０６ １９８ ３０４

森町 ２８ ７９ １０７

計 ４３３ ７５１ １１８４

（2）埋立ごみ処理の民間委託化について
・方針決定までの協議プロセスについて 別紙

・埋立ごみ処理の現状と調査にあたっての視点 別紙

全協質疑＞

戸塚＞ 罹災証明無しで減免をした

事務局＞ 災害ゴミだと自己申告で減免処理としている

戸塚＞ 事業者と住民の区分け

事務局＞ 減免なら無料、事業系ゴミは扱っていない

西田＞ 土砂の堆積したものを、学校に一旦仮に置いて処理してる

事務局＞ 家庭ゴミを森町で埋める

根津＞ 民間事業者とは、処理パターンの意味が分からない

事務局＞ ５者選定 ４５社から選んで処理

ゴミは自治体で処理

。


